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介護予防システム研究会設置事業 子育てを支援し、お年寄りが元気な

明るい長寿社会の実現

安心して健やかにくらせる健康と福

『ひと』がいきいき

0

△1430002,418

2,2752,2752,418143

補正後の額補正前の額

0

歳出予算事業概要書

県支出金

15 2,4188 264報償費 国庫 02 02 01 034
9 56旅費 介護保険事業費補助金
11 1,685需用費
12 120役務費
13 150委託料

款

項

目

所属課ｺｰﾄﾞ

所属課名

内線番号

大事業

中事業

小事業

細事業

調整結果額
うち復活額

国庫支出金 地方債 その他 一般財源

実

施

計

画

財源内訳

部

章

節

細 節

要求額

各　課

一般財源

財源 細節款 項 目 節
本年度の財源内訳節

金 額 金 額区分
１．事業の概要と必要性

２．根拠法令

３．用地の状況

４．基本計画との関連

５．本年度の計画効果

実施計画計上額

目 的 別

性 質 別

６．財源の説明

るプログラムの開発や事業の検証を行う。
○主な事業

事業計画

事業運営を図る
介護予防事業の実効性を検証しながら、保健事業・介護予防事業の充実に努め、効果的な
○計画効果
保健事業及び介護予防事業の効果の検証を行う。
生活習慣病予防、介護予防（生活機能低下）及び認知症予防の各プログラムの開発。

を目標にした効果的な介護予防施策の確立を目指し、医療や介護予防事業等の専門家によ
高齢化がピークを迎える２０１５年を視野にいれ、本市の医療給付費、介護給付費の削減

　　　作業部会において本冊子の策定を行う。
（２）介護予防システム研究会報告書作成（健康ガイドブック）
（１）介護予防システム研究会　　７回開催（本会　2回、作業部会5回）
指導事業への言及を行い、高齢者に限らず幅広く予防の必要性を周知していく。
を図り、市民に対し、予防事業の必要性を周知していく。特に次年度から始まる特定保健
　介護予防事業等の専門家による客観的な事業効果の検証と効果的なプログラムの開発を

介護予防システム研究会（ヘルスアップ２０１５研究会）設置要綱

①財源内訳　国庫補助事業（10/10補助，内示済）
②事務事業評価の反映状況

　　　　　　　　　　　　　　　ある。

　　評価結果（効率化・改善化）　介護予防事業の実効性を検証しながら、保健事業・介
　　　　　　　　　　　　　　　護予防事業の充実に努め、円滑な事業運営を図る必要が
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